
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
二
巻
第
二
号

平
成
六
月
三
月

一
二
五

『
西
方
指
南
抄
』
所
収

「
法
語
十
八
条
」
に

つ
い
て永

井

隆

正

一

『
西
方
指
南
抄
』
に
は
、
中
巻
本
の

「法
語
十
八
条
」、

中

巻
末

の

「決
定
往
生
三
機
行
相
」
及
び

「名
号
の
勝
徳
と
本
願

の
体
用
」、
下
巻

本
の

「浄
土
宗
の
大
意
」、

下
巻
末
の

「
四
種
往
生
の
事
」

の
五
編
の

『黒
谷
上
人
語
灯
録
』
や
法
然
の
伝
記
類
に
含
ま
れ
る
遺
文
と
対
応
し

な
い
も
の
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
五
編
の
遺
文
を
検
討
す
る
こ

と
を
せ

ず

に
、
『
西
方
指
南
抄
』
を
親
鸞
の
編
集
説
や
転
写
説
に
導
く

こ
と
は
結
論
を
急
ぎ
す
ぎ
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
。

こ
の
中
、
「浄
土

(
1
)

(
2

)

宗
の
大
意
」
に
つ
い
て
は
、
藤
堂
恭
俊
博
士
や
霊
山
勝
海
氏
に
よ
り
、

法
然
真
撰
説
に
疑
問
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
他
に
つ
い
て
は
詳
細
に

検
討
さ
れ
る

こ
と

は
な
か

っ
た
。
小
論
は
、
「法
語
十
八
条
」
に
つ
い

て
、
そ
の
題
名
及
び
第

一
条
の
法
語
に
つ
い
て
少
し
検
討
を
試
み
よ
う

と
す
る
も

の
で
あ
る
。

二

「法
語
十
八
条
」
又
は

「
十
七
条
法
語
」
と
も
呼
ば
れ

て

い
る

『
西

方
指
南
抄
』
中
巻
本
に
所
収
さ
れ
て
い
る
遺
文
に
は
、
元
来
題
名
が
付

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
同
じ
遺
文
に
つ
い
て
、
な
ぜ
法
語
数
が

違
う
の
か
、
ま
ず

こ
の
疑
問
か
ら
解
決
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

『親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
五
巻
に
よ

り
、

そ

の
書
写
形
態
を
見
る

ア
ル

ヒ
ト

フ

シ
ム

コ

シ
ヤ
ウ
ニ
ン
ニ
タ
テ

マ
ッ
リ
テ
イ

ハ
ク

タ
イ

ク

ワ
ン

タ
イ
マ
ウ

と
、
「或
人
念
仏
之
不
審
ヲ
故

聖

人

奉

問

日

第
二
十
願

ハ
大
網

ノ

イ
ホ
チ
ク
ワ
ソ

ノ
願
ナ
リ

(以
下
略
)
」
で
始
ま
り
、
改
行
し
て

「又
阿
弥
陀
経
已
発
願

ト
ウ

シ
ョ
ウ

ト
ウ

等

ハ
コ
レ
三
生
之
証
也
ト
」
と
続
き
、
改
行

し
て

「又
云
阿
弥
陀
経
等

シ
ャ
ウ
ト
モ
ン
ノ

ホ
ン
ク
ワ
イ

ハ
浄
土
門
出
世
ノ
本
懐

ナ
リ

(以
下
略
)」
と

続
き
、
以
下
、
改
行

し

て
、
「
又
云
」
と
い
う
書
式
で
法
語
が
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
世

の

『
西
方
指
南
抄
』
流
伝
の
中
で
、
法
語
数

は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ

て
い
く
の
か
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
親
鸞

の
書

写
形
態
と
、
法
語
の
内
容

理
解
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
、
覚
信
本
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
今
は
覚
信
本
を
尭
恵
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『
西
方
指
南
抄
』

所
収

「法
語
十
八
条
」

に
つ
い
て

(
永

井
)

一
二
六

が
転
写

し
た
も

の
を
底
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
万
治
四
年

の
版
本
、
さ
ら
に
そ
れ
を
再
治
し
た
元
禄
七
年
版
に
は
、
真
蹟
本
と
は

違
う
翻
刻

の
仕
方
が
見
ら
れ
る
。
今
問
題
と
す
る

「法
語
十
八
条
」

の

最
初

の
文
章
が
、
そ
の
前
の

「
法
然
聖
人
御
夢
想
記
」
の
文
章
が
終

っ

た
後
、
改
行
さ
れ
ず

に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
真
蹟
本
で
は
明
ら
か
に
丁

の
裏
表
の
か
わ
り
が
あ
り
、
朱
点
で
新
し
い
遺
文
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
版
本
は
、
七
行
目
で
改
行

し
、
「
又
阿
弥
陀
経
ノ
已
発
願
等

ハ
」
の
法
語
に
、
「
又
云
。
阿
弥
陀
経

等

ハ
。
浄
土
門

ノ
出
世

ノ
本
懐
也
」
の
法
語
を
改
行
せ
ず
に
続
け
て
、

「阿
弥
陀
経
」

に
関
す
る

一
条
の
法
語
と
し
て
理
解
し

て

い
る
。
こ
の

よ
う
な
改
行
の
仕
方
で
全
体
の
法
語
教
を
見
る
と
十
八
条
に
な
る
が
、

こ
れ
ら
の
版
本
に
は
題
名
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
明
治
三
十
三
年
刊
の

『真
宗
法
要
拾
遺
』
、
翌
年
刊
の

『真
宗
仮
名
法
典
』
所
収
の
も
の
も
、

こ
れ
ら
版
本
と
同
様
の
理
解
を
し
て
い
る
。

次
に
、
元
禄
版
る
定
本
と
し
た
と

い
わ
れ

る

『
真
宗
聖
教
全
書
』

(興
教
書
院
刊
)
所
収
の
も
の
は
、
「
又

『阿
弧
陀
経
』
の
已
発
願
等
」
の

法
語
は
、
改
行
さ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
か
、
前
の
文
章
の
続
き
と
見

る
べ
き
か
判
断
は
つ
け
が
た
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
降
の
も
の
は
、

真
蹟
本
の
よ
う
に
独
立
さ
せ
た
法
語
と
し
て
表
記
し
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
そ

の
表
記
に
従

っ
て
法
語
を
数
え
る

と
、
「
十
七
条
法
語
」
と
題

名
が
付
さ
れ
た
法
語
数
と
矛
盾
し
て
、
十
九
又
は
十
八
法
語
に
な

っ
て

し
ま
う
の
で
あ

る
。
少
く

と
も
、
「又
云
。
近
代
の
行
人
、
観
法
を
も

ち
ゐ
る
に
あ
た
は
ず

(以
下
略
)」
の
法
語
を
第
四
番
目
の
法
語
に
し
な

け
れ
ぽ

「
十
七
条
法
語
」
に
は
な
ら

な

い
。
と
な
る
と
、
「
又

『
阿
弥

陀
経
』
の
已
発
願
等
」

の
法
語
は
改
行
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
第

一
条
の
法
語
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
以
下

の
三
条
の
法
語
を
独
立
し
て
扱
え
ば
、
法
語
数
は
十
八
条
に
な

っ
て
し

ま
う
の
で
あ
り
、
題
名
と
矛
盾
し
て
し
ま
う
。

と
こ
ろ
で
、
版
本
か
ら
の
翻
刻
で
は
な
く
、
真
筆
本
を
底
本
と
し
て

翻
刻
し

た
と
さ

れ
る

『
大
正
新
修
大
蔵
』
第
八
十
三
巻
所
収
の
も
の

は
、
真
蹟
本
に
見
ら
れ
る
も
の
と
は
全
く
違
う
翻
刻
を
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
ま
ず
、
法
語

の
最
初
が
、
万
治

・
元
禄
版
と
同
様
に

「
法
然
聖

人
御
夢
想
記
」
に
続

い
て
、
改
行
さ
れ
ず
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
「阿
弥
陀
経
」
に
つ
い
て

の
二
つ
の
法
語
を

一
条
の

法
語
と
し
て
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
真
蹟
本
を
見
て
も
、

版
本
に
お
い
て
も
、
本
来
別
々
の
条
と
し
て
独
立
し
て
扱
わ
れ
て
い
る

「
又
云
。

我
安
置

ス
ル
ト
コ
ロ
ノ

一
切
経
律
論

ハ
。

コ
レ
観
経
所
摂
ノ

法
也
」
と

「
又
云
。
地
蔵
等

ノ
諸
菩
薩
ヲ
蔑
如
ス
ヘ
ヵ
ラ
ス
。
往
生
以

降
伴
侶
タ
ル
ヘ
キ
カ
ユ
ヘ
ナ
リ
ト
」
の
二
条

の
法
語
が

一
条
の
法
語
と

し
て
理
解
さ
れ
、
全
体
と
し
て
十
七
条
の
法
語
と
な

っ
て

い
る
。
『
大

正
新
修
大
蔵
経
』
と
同
様
の
法
語
の
配
列
を
し
て
い
る
の
は
、
石
井
教

道
博
士
編

『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
所
収
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
は

「
十
七
条
御
法
語
」
と
題
名
が
付
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら

『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
『昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
の
二

つ
は
、
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『
西
方
指
南
抄
』
所
収

一、法
語
十

八
条
」

に
つ
い
て

(
永

井

)

一
二
七

親
鸞
の
真
筆
本
を
底
本
に
し
て
い
る
と
註
記
し
な
が
ら
も
、
底
本
と
は

全
く
違

っ
た
翻
刻
を
示
し
、
法
語

の
組
織
が
え
を
し

て
お
り
、
『
真
宗

聖
教
全
書
』

の
よ
う
に
法
語
数
と
題
名
が
矛
盾
し
て
い
る
以
上
に
、
問

題
が
あ

る
翻
刻
の
仕
方
を
し
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
、
『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』
所
収

の
も

の
は
、
勿
論
親
鸞
真
筆

本
を
底
本
と
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
が
、
「
又

『
阿
弥
陀

の
い
は
ち
ぐ
わ
ん
と
う

経
』
已
発
願
等
は
」
の
法
語
を
、
独
立
し
た
よ
う
な
法
語
の
よ
う
に
改

行
し
て
表
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
し
、
こ
れ
を

一
法
語
と
し
て
数

え
れ
ば
、
全
体
と
し
て
十
九
条

の
法
語
と
な
り
、
「法
語
十
八
条
」
と

い
う
題
名
と
は
矛
盾
し
て
く
る
。
し
か
し
、
生
桑
完
明
氏
の
解
説
を
見

れ
ば
、

第

一
条
の
法
語
は

「第
二
十
願
の
果
遂
」
、

第
二
条
の
法
語
は

「聖
浄
二
門
の
出
世

の
本
懐
」
と
理
解
さ
れ

て

お
り
、
「
又

『阿
弥
陀

の
い
は
ち
ぐ
わ
ん
と
う

経
』
已
発
願
等
は
」
の
法
語
は
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
な
く
、
第

一
条

の
法
語
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。

そ
の
他
、
明
確
な
法
語
の
分
類
を
示
し
て
い
な
い
が
、
宮
崎
円
遵
博

士
は

『
真
宗
書
誌
学
の
研
究
』
で
、
平
松
令
三
氏
は

『
親
鸞
聖
人
真
蹟

集
成
』
第

六
巻
解
説
で
、
浅
野
教
信
氏
は

『
西
方
指
南
抄
の
研
究
』
上

巻
で
、

霊
山
勝
海
氏
は

『
西
方
指
南
抄
論
』
で
、

「
法
語
十
八
条
」
説

を
取
ら
れ
て
い
る
。

三

そ

れ

で
は
、
生
桑
完
明
氏
の
よ
う

に
第

一
条
の
法
語
を
理
解
す
る

か
、
万
治

・
元
禄
の
版
本
や

『大
正
新
修
大
蔵
経
』
や

『昭
和
新
修
法

然
上
人
全
集
』
の
よ
う
に
、
『
阿
弥
陀
経
』
に

つ
い
て
の
法
語
と
し
て

二
つ
を
ま
と
め
て
第
二
条
の
法
語
と
し
て
理
解
し
た
方
が
よ
い
の
か
と

い
う
問
題
が
残

っ
て
く

る
。
ど

ち
ら

の
見
解
も
正
し
い
可
能
性
が
あ

り
、
明
確
な
結
論
を
導
き
出
し
得
な
い
。
そ
れ
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ

う
に
、
こ
れ
ら
の
法
語
が
法
然
の
遺
文
集
や
伝
記
類
に
対
応
す
る
も
の

を
見
つ
け
世
せ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
法

然
の
遺
文
集
や
伝
記
類
に
の
み
比
較
で
き
る
法
語
を
探
索
す
る
の
で
は

な
く
、
も
う
少
し
門
弟
に
ま
で
幅
を
拡
大
し
て
い
く
と
、
対
応
す
る
い

く
つ
か
の
法
語
の
伝
承
が
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
第

一
条
の
法
語
も
、

そ
の
よ
う
な
伝
承
過
程
の
中
で
検
討
を
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
第

一
条
を
示
し
て
見
る
と
、

タ

イ

ク

ワ

ソ

タ

イ

マ
ウ

ケ

ネ

ム

シ

ャ

ウ

ウ

チ

ク

ワ

ス
ィ

第

二
十
願

ハ
大
網

ノ
願

ナ
リ
。

係
念

ト
イ

フ

ハ
三
生

ノ
内
。
カ
ナ
ラ

ス
果

遂

ス
ヘ
シ
。
便
経

評
ス
ル
舌

年
愈

二
御
,努

ヘ
キ
也
舐

コ
レ
九
撰

シ

ャ

ウ

キ

イ

シ

ャ

ク

サ

ム

シ
ャ

ウ
イ

テ

生

ノ
義

意

釈

ナ

リ
。

極

大

遅

者

ヲ

モ

テ
三

生

出

サ

ル

コ

・
ロ

カ
ク

ノ

コ
ト

コ

コ

ロ

キ

ワ

メ

テ

オ

ホ

キ

ニ

オ

ソ

キ

モ

ノ

ナ

リ

ノィ
ホ
チ
ク
ワ
ソ
ト
ウ

ナ
ム
シ
ヤ
ウ
ζ
ウ
(3
)

ク
釈

セ
リ
。
又
阿
弥
陀
経

已
発
願

等

ハ
コ
レ
三
生
之
証
也

ト
。

と
あ

る
。

法

然

が

第

二
十

願

を
直

接

註

釈

し

て

い
る

遺

文

は

な

い
が

、

「
三

生

果

遂
」

に

つ

い
て

内

容

的

に

か

か

わ

る

と

思

わ

れ

る
法

語

と

し

て

は
、

『
和

語

灯

録
』

巻

二

の

「
七

箇

条

の
起

請

文

」

の
中

に
、

と
し

こ
ろ
日

こ
ろ

い
み
し
く
念
仏

の
功

を

つ
み
た
り
と
も
、
臨
終

に
悪
縁

に

も
あ
ひ
、

あ
し
き
心
も
お

こ
り
ぬ

る
も

の
な
ら

は
、
順
次

の
往
生

し
は

つ
し

て
、

一
生

二
生
な
り
と
も
、

生
死

の
な

か
れ

に
し
た

か
ひ
て
く

る
し

か
ら

ん
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『
西
方
指
南
抄
』
所
収

「
法
語
十
八
条
」
に

つ
い
て

(永

井
)

一
二
八

(
4
)

事
く

ち
お
し
き
事
そ

か
。

と

あ

る

が

、

こ
れ

は
第

一
条

と

比

較

で
き

る
も

の
で

は
な

い
。

と

こ
ろ

が

、

一一
一祖

良

忠

の

『
浄

土

宗

要

集

』

巻

一
一に

は
、

正
信
上
人
自
筆
塁

鵡

云
。
先
師
上
会

云
・
人
瓢

二第
二
七
願

或
瓦
一

ノ

ノ

フ

ノ

ト

ヒ

ヘ

リ

カ

ニ

ヒ

よ

リ

ノ

ニ

ス

係
念
定
生
願

一或
云
二
三
生
果
遂
願

一後
義
相
二
符
源
空
存
念

一。値

二
弥
陀
願

一修

ノ

ヲ

ノ

ニ

ノ

ノ

ス

ニ

レ

ハ

ノ

ノ

ノ

ニ

ニ
念
仏
行
ハ
百
年
之
内
決
定
可
レ
生
極
楽

一。
然
則
膿
劫
之
間
今
百
年
内
可
レ
見

ヲ

ト

ニ

ハ

ノ

ク

ノ

ニ
浄
土

一也
。

一
生

二
生
錐
レ
不
二
往
生

↓
第
三
生
決
定
可
レ
遂
。
自
レ今

已
後

一

ク

ニ

ハ

ノ

ノ

ニ

ハ

ノ

カ

ル

ニ

生
不
レ
可
レ
過
二
五
六
年
。
又
又
生
間
決
定
可
/
入
二
浄
土

一故

也
。
舐

建

長
三

年
衝
九
月
二
+
七
日
詠
乞

湛
空
羅

5
)
(傍
線
筆
者
)

と
あ
る
。

こ
の
正
信
房
湛
空
の
自
筆
の
記
の
内
容
は
ほ
ぼ
第

一
条

の
内

容
と

一
致
す

る
。
し

か
し
、
「
コ
レ
九
品
往
生

ノ
義
意
釈
ナ
リ
」
以
下

の
対
応

は
な
い
。
法
然
の
言
葉
は
第

一
条
の
法
語
全
文
で
あ
る
の
か
少

し
疑
問
が
残
る
。
こ
の
…湛
空
の
伝
承
法
語
と
対
比
し
て
、
第

一
条
に
は

法
然
の
法
語
に
門
弟
の
註
釈
を
加
え
た
も
の
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
可
能

性
も
考
え
て
見
る
必
要
が
あ
る
。
と
も
か
く
、
法
然
の
常
随
の
弟
子
で

あ
り
、
法
然
及
び
そ
の
高
弟
の
信
空
か
ら
円
頓
戒
も
相
伝
し
、
ま
た
、

法
然
の
中
陰
三
七
日
の
供
養
の
施
主
と
な
り
、
『本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
』

四
巻
を
も
著
し
た
と
さ
れ
る
湛
空

の
伝
承
法
語
は
信
愚
性
が
高

い
と
い

え
よ
う
。

さ
ら
に
第

一
条
と
対
応
す
る
法
然
門
下
に
伝
承
さ
れ
た
法
語
を
示
す

と
、
信
瑞

の

『
広
疑
瑞
決
集
』
巻

一
に
、

二
十
の
願
は
、
念
仏
の
行
人
、
も
し
順
次
往
生
を
と
げ
ず
と
い
へ
ど
も
、
二

生

三
生

に
も
、

つ
い
に
往
生

を
と
ぐ

る
也
。

慈

恵
釈
二
此
願

一云
、

若
於
二
此

界

一有
二
決
定
業
不
レ
可
転
者
ハ
錐
レ
無
三
順
次
生
二
我
国
土

一
而
令
順
後
業
定
得

ワ
生
　
、

又
あ
る
人
空

上
人

に
問

云
、

順
次
往
生
せ
ざ
ら
ん
念
仏
者
、

い
つ

れ

の
生

に
か
其
志
を
と
ぐ
べ
き
と
、
上
人
答
云
、
.い
ざ

し
ら
ず
M

但

し
二
十

願

の
意

に
よ
ら
ば
極
楽

に
心
を
か
け

て
、
弥
陀

に
帰

し
た
ら

ん
も

の
は
、

つ

い
に
空

し
か
ら
ず
、
往
生
を
と
ぐ
べ

し
。
其
往
生
を
と
げ

ん
時
刻

い

つ
と
さ

ゝ
ず
、
然
れ
ど
も
、

の
い
て
是
を
案

る
に
、
普
賢

の
行
者
を
説

に
、
極
楽
大

遅
者
不
出
三
生
と

い

へ
り
。
是

に
な
ず
ら

へ
ば
、
弥
陀

の
行
者
も
亦

た
然

る

べ
き
鰍
、
若
然
者
、
そ

の
三
生

の
時
刻
百
歳
が
う
ち

に
は
、
念
仏
衆
生

は
み

な
以
往
生
す

べ
き

な
り
。

モ
魁
蜘
伝
(
6
)
(傍
線
筆

者
)

と
あ

る

。

こ

の
信

瑞

は

信

空

の
弟

子

で
、

信

空

の
無

観

称

名

の
義

を

鼓

吹

し
、

法

然

の
伝

記

法

語

が

含

ん

で

い
た

と

さ

れ

る

『
明

義

進

行

集

』

を
著

し

て

い
る

。

こ
れ

ら

湛

空

・
信

瑞

と

い
う

信

空

に
連

る

人

物

に
第

一
条

と

対

応

す

る
法

語

が

伝

承

さ

れ

て

い
る

こ
と

は
注

意

を

向

け

る

べ

き

で
あ

る

。

四

第

一
条

の
法

語

と

、
湛

空

・
信

瑞

に
伝

承

さ

れ

た

法

語

を

比

較

検

討

し

て
み

る

と

、
第

一
条

の
法

語

に
対

し

て

い
く

つ
か

の
疑

問

が

提

示

で

ノ

イ
ホ
チ
ク
ワ
ソ
ト
ウ

き
る
。
ま
ず
、
先
に
問
題
と

し
た
。
「
又
阿
弥
陀
経
已
発
願
等

ハ
コ
レ

サ
ム
シ
ャ
ゥ

シ

ャ
ゥ

三
生
之
証
也
」
と
い
う
法
語
に
対
応
す
る
内

容
が
、

こ
れ
ら
湛
空

・
信

瑞
の
伝
承
法
語
に
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
も

っ
て
、
こ
の
法
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『
西
方
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抄
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収

「
法
語

十
八
条
」

に

つ
い
て

(永

井
)

一
二
九

語
を
第

二
条
と
し
て
独
立
さ
せ
た
法
語
と
し
て
考
え
る
べ
き
だ
と
い
う

結
論
を
導
く
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
が
、
真
蹟
本
に
見
ら
れ
る
親
鸞
の
書

写
の
仕
方
は
、
先
に
示
し
た
よ
う
に
改
行
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

こ
と
と
考
え
合
せ
れ
ば
、
独
立
し
た
法
語
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
な
く

も
な
い
。
も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
「
又
云
」
の

「
云
」
が
脱
落
し
た
と

も
考
え

ら
れ

る
。
た
だ
内
容
的
に
は
、
「三
生
」
に
つ
い
て
語

っ
て
い

る
の
で
あ
り
、

一
つ
の
法
語
と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
が
、

疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

タ
イ

タ
イ
マ
ウ
ノ

次
に
、
「第
二
十
願

ハ
大
網
願
ナ
リ
」
と
い
う
表
現
に

つ
い
て
、
湛

空

.
信
瑞
の
伝
承
法
語

に
対
応
す
る
も
の
が
な
い
。
こ
れ
は

「
或
人
」

が

「
念
仏
之
不
審
」
を
法
然
に
問
う
た
言
葉
な
の
か
、
そ
れ
と
も
法
然

の
答
え

の
言
葉
な
の
か
不
明
で
あ
る
。
少
く
と
も
、
湛
空
伝
承
法
語
に

ノ

ノ

は
、
「係
念
定
生
願
」
と

「
三
生
果
遂
願
」
の
表
現
で
あ
り
、
「
大
網

ノ

願
」
と

い
う
表
現
は
な
い
。
親
鸞

の
言
葉

の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

ケ
ネ
ム

ウ
チ

ク
ワ
ス
イ

ま

た

、
「
係

念

ト
イ

フ

ハ
三

生

ノ
内

ニ
カ

ナ

ラ

ス
果

遂

ス

ヘ
シ
」
の
表

ハ

ヒ

ハ
タ
シ
ト
ク
ル
ノ

ノ

ハ

ヲ

ノ

現
は
、
湛
空
伝
承
の
「或
云
二係
念
定
生
願

一或
云
二
三
生
果
遂
願
殉
後
義

ヒ

ヘ
リ

カ

ニ

相
二符
源
空
存
念
こ

(傍
編
筆
者
)
の
言
葉
ま
た
は
他
に
伝
承
し

た
同
系

統

の
言
葉
か
ら
親
鸞
が
内
容
を
取

っ
て
書
き
下
し
文
に
し
た
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
信
瑞
の
伝
承
法
語
の

「極
楽
に
心
を
か
け
て
、
弥

陀
に
帰
し
た
ら
ん
も

の
は
つ
い
に
空
し
か
ら
ず
、
往
生
を
と
ぐ
べ
し
」

と
も
対

応
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
湛
空
伝
承
法
語
に
近
い
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
。

ケ
リ
ヤ
ウ
ツ

ケ

ウ
チ

ま
た
、
「仮
令
通
計

ス
ル
ニ
百
年

ノ
内

二
往
生
ス
ヘ
キ
也
。瀟
」

の
言

ノ

ス

ニ

葉
は
、
湛
空
伝
承
の

「百
年
之
内
決
定
可
レ
生
一一極
楽
一」
以
下

の
内
容

と
対
応
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ぽ
な
ら

な
い
の
は

「
醤

で
あ
る
。
こ

こ
ま
で
湛
空
伝
承
の
法
語
と
内
容
的
に

対
応
す
る
と
す

れ
ば
、

「{吝

は
堪
空
伝
承

の
後
半
の
内
空
を
省
略
し

ク

ボ
ム
ワ
ウ
シ
ャ
ウ

キ

イ
シ
ヤ
ク

た
と
も
考
え

ら
れ

る
。
ま
た
「
コ
レ
九
品
往
生
ノ
義
意
釈
ナ
リ
」
以
下

コ

コ

ロ

は
、
先
に
示
し
た
湛
空
伝
承
法
語
に
は
な
か

っ
た
が
、
信
瑞
伝
承
の
法

語
に
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
内
容
が
含
ま
れ

て
い
る
。
湛
空
伝
承
法
語

に
な
い
こ
と
に
よ
り
、
門
弟
の
注
釈
が
第

一
条
の
法
語
に
含
ま
れ
て
い

る
可
能
性
を
述
べ
て
お
い
た
が
、
信
瑞
伝
承

の
法
語
は
正
し
く
そ
れ
を

証
明
し
て
く
れ
る
と
考
え

ら
れ

る
。
「
二
十

の
願
は
、
念
仏
の
行
人
」

は

「慈
恵
釈
二
此
願

一云
」
以
下
の
良
源
の

『
九
品
往
生
義
』

の
内
容
と

対
応
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
信
瑞
の
言
葉
か
、
も
し

く
は
信
空
、
ま
た
他
の
門
弟
の
言
葉
で
、
法
然
の
言
葉
で
は
な
い
。
そ

れ
は

「
上
人
答
云
」
以
下
の
表
現
か
ら
も
分
る
。

コ
ク
タ
イ
チ
シ
ヤ
ヲ

サ
ソ
シ
ヤ
ウ
ニ
イ
テ

さ
ら

に
、
「
極
大
遅
者
モ
テ
三
生
出
サ
ル

コ
・
ロ
カ
ク
ノ
コ
ト
ク
釈

セ
リ
」

の
言
葉
も
、
信
瑞
伝
承
の
法
語
の
後

半
部
分
で
、

「
の

い
て
是

を
案
る
に
、
普
賢
の
行
者
を
説
に
、
極
大
遅
者
不
出
三
生
と
い

へ
り
」

以
下
の
言
葉
に
対
応
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
信
瑞
伝
承
の
法
語
の

こ
の
部
分
も
法
然
の
言
葉
で
は
な
く
、
先
に
示
し
た
部
分
と
同
様
に
、

信
瑞
も
し
く
は
信
空
、
ま
た
は
他
の
問
弟
の

コ
メ
ン
ト
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
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西
方
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南
抄
』
所
収
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語
十
八
条
」
に

つ
い
て

(永

井
)

二
二〇

五

こ
の
よ
う
に
見
て
く

る
と
、
「
法
語
十
八
条
」
の
第

一
条
の
対
応
法

語
を
検

討
し
た
結
果
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
が
指
摘
で
き
る
。

第

一
に
、
法
語
数

の
問
題
と
し
て
、
第

一
条
が
二
条
に
な
る
可
能
性

が
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
な
こ
と
は
、
第
十
五
条

「願
往
生

の
信
実

心
」
と
生
桑
氏
に
よ
り
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
法
語
に
も
い
え

る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
法
語
は
、
ま
ず
至
誠
心
の
内
容
を
示
し
た
後
に
、

さ
ら
に
三
心
の
解
釈
を
行
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
は

『
和
語
灯
録
』
所
収

の

「
三
心
義
」
と
ほ
と
ん
ど
同
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
前
半
部
分

の
至

誠
心
の
解
釈
と
後
半
部
分
の
そ
れ
と
は
違
う
の
で
あ
り
、
二
つ
の
法
語

と
し
て
分
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
が
あ
る
た
め
、

あ
く
ま

で
伝
承
さ
れ
て
い
る
法
語
と
対
応
可
能
な
部
分
を
考
え
れ
ば
、

第

一
条

も
、
生
桑
氏
等
が
考
え
ら
れ
て
い
る

一
法
語
と
し
て
取
り
扱
う

よ
り
も

、
二
法
語
と
し
て
分
け
て
考
え
て
見
る
必
要
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
、

そ
う
す
れ
ば
、
法
語
の
全
体
数
も
違
い
、
題
名
も
変
更
す
る
必

要
が
出

て
く
る
。

第
二
に
、
第

一
条
の
法
語
は
、
湛
空

・
信
瑞
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
法

語
と
の
対
比
検
討
の
結
果
、
湛
空
伝
承
系
統
の
法
然
の
言
葉
を
親
鸞
は

用
い
、
さ
ら
に
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
書
写
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
言

葉
で
法
然

の
法
語
を
書
き
直
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
の

法
語
の
解
釈
と
し
て
、
信
瑞
伝
承
系
統

の
も
の
を
利
用
し
て
い
る
こ
と

が
分

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
第

一
条
の
法
語
を
検
討
し
た
結
果
、
少
く
と
も
、
法
然

が
直
接
門
弟
に
語

っ
た
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
親
鸞

の
何
ら
か
の
意
図
が
法
語
書
写
の
時
に
加
味

さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高

い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
こ
と
は

「
法
語
十
八
条
」
全
体

の
法
語

に
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
対
応
す
る
個

々
の
法
語

を
比
較
検
討
す
る
な
か
で
判
断
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
今
後
、
第
二

条
以
下
の
法
語
に
つ
い
て
も
、

こ
の
よ
う
な
作
業

の
上
に
評
価
を
加
え

て
い
き
、
「法
語
十
八
条
」
全
体
の
評
価
を
下
し
た
と
考
え
て
い
る
。

(
1
)

「
『
浮
土
宗
大
意
』

に
み
ら
れ
る
師
弟

二
師

の
法
語
―

法
然
真

撰

・

非
撰

を
め
ぐ

っ
て
―

」
(雲
井

昭
善
博

士
古
稀

記
念

『
仏
教
と
異
宗
教
』
)

(
2
)

「
『
浮
土
宗

の
大
意
』

と

『末

灯
紗
』
」
(
『
西
方
指
南
抄
論
』
所
収
)

(
3
)

『真
蹟

集
成
』

五
ー

二
八
六
～

二
八
七

(
4
)

『
昭
法
全
』
八

一
四

(
5
)

『
浮
全
』

一
一
-
四
九
下

(
6
)

『
広
疑
瑞
沢
集

・
利
剣
名
号
折
伏

紗
』

八
～
九

〈
キ

ー
ワ
ー
ド
〉

西
方

指
南
抄
、

法
語

十
八
条
、

十
七
条
御
法
語

(
知
恩

院
浄

土
宗
学
研
究
所
研
究
員
)
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